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「地域の中の大学」の 3 年間 
 山形大学基盤共通教育授業「地域の中の大学」は筆者が 2014 年度から開講している授業
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 ガイダンスの内容が奏功したか、昨年度の 4 人から大きく増加し、平成 29 年度は 36 人
の学生が受講した。内訳は工学部が 5 人、地域教育文化学部が 20 人、人文社会科学部が 11




















山形大学高等教育研究年報 第 12号 2018年 3月 






















内容については N 高校出身者と元・担当教諭らの話し合いの結果を尊重するように努めた。 






 発表は 1 月 23 日からの 4 日間実施された。36 人の学生は 4 グループに分かれ、毎朝 07：
30 に N 高校に集合し、朝の活動の時間が始まる 08：00 から 15 分間、高校生の前で自分た
ちの学びの成果を発表した。この 15 分間の中で一班が 5 分ずつ、一日に１～２か所のクラ
スで発表する形式を取り、最終的に全ての班が全てのクラスで発表を行うことが出来た。 




 特に母校に錦を飾る機会となった N 高校出身者たちは 4 日間入れ代わり立ち代わり何度
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 この授業の授業評価アンケートの結果は以下の通りであった。（各項目 5 点満点での評価） 
 この授業平均 大学全体での平均 
意欲的受講 4.51 4.27 
内容理解 4.49 4.21 
技術向上 4.43 4.22 
学びの意欲向上 4.37 4.04 
課題発見・探求 4.38 3.92 
教員の熱意 4.83 4.46 
教授法 4.54 4.34 
双方向性 4.73 4.27 
板書資料 3.91 4.20 
学習環境 4.4 4.34 
総合 4.66 4.43 
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イント高い。次点は「教員の熱意」で 0.37 ポイント大学全体より高い。 
   
結論と今後の課題 
 授業評価アンケートの結果からは、この授業はテーマに基づく課題発見・探求型授業であ
り少人数の学生主体型授業であるという当初の設計に叶う結果であると考えられる。しか
し、本稿のタイトルである学生主体型授業とアクティブ・ラーニングという視点から見ると
この成果を手放しに喜べない課題も発見された。 
 この授業は学生の主体性を重視したアクティブ・ラーニング型の授業でありその点で教
育的効果があったが、シラバスに記載された授業の当初目的は「地域の中の大学」という名
称の通り「地域の中の大学の在り方を学ぶ」というものであった。結果から見てこの授業目
的が達成されたかどうかを判断することが難しい。勿論、15 回の授業の中で学生たちの知
識や理解は進展し、自らの学びの成果を他者（高校生）に説明できるようになっている、と
いう意味で成長しているし、高校生のアンケートの結果を見れば発表を聞いた側の知識と
理解が進展していることも疑いない。 
 しかし、現在の授業の構造では本来この「地域の中の大学」という授業が始まった際に第
一の目的としていた、大学生が地域について学び親しむという要素が二の次になってしま
っていることは事実である。学生主体型授業は学生の深い学びを促す、学びの成果を上げる
ための授業法であったはずが、今年度の講義に関して言えばアクティブ・ラーニングという
手法の方が学生にとって印象深く、この授業における学びの要素としては「技能」と「態度・
習慣」が前面に出て「知識・理解」が後景に退くような結果を招いた感がある。 
 学び合いの集団を構成して課題発見・探求型学習に挑む力を養う上で効果的な授業であ
ったことは間違いないが、来年度以降は学びの要素のバランスを見ながら授業を設計して
いく必要があると考えさせられた。或いは現在の特徴を生かすために「リーダーシップ論」
のような形で学び合いの集団形成に特化した授業として更に学生の主体性を伸長する方向
での改善も検討したい。 
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